
, 
毎
号
と
じ
こ
ん
で
く
だ
さ
い
。
き
っ
と
お
役
に
立
ち
ま
す
．
 

, 

初
め
て
の
サツ
マ
イ
モ
掘
り
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「大きいイモ掘ったぞ」と歓声を上げる子供達 

市
内
み
ど

り
町
に
あ
る
「
な

お
み
保
育
園
」
 
（
一
戸
義
雄
園

長
）
で
は
十
月
二
十
九
日
、
近

く
に
あ
る
一

戸
園
長
の
畑
で
、
 

サ
ツ
マ
イ
モ
掘
り
を
楽
し

み
ま

し
た
。
 

こ
れ
は
、
園
児
た
ち
の
園
外

保
育
の

一
環
と
し
て
今
年
初
め

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
園
児
た
ち
八
十
人
は
、
 

全
員
は
だ
し
に
な
り
、
イ
モ
の

ツ
ル
を
張
っ
ぱ
り
、
土
の
中
か

ら
顔
を
出
し

た
サ
ツ
マ
イ
モ
を

小
さ
い
手
で

一
生
懸
命
掘
り
出

し
て
い
ま
し
た
。
 

自
分
の
腕
ほ
ど
も
あ
る
大
き

な
イ
モ
を
手
に
歓
声
を
上
げ
て

大
は
し
ゃ
ぎ
。
 

ま
た
、
既
に
収
穫
し
て
あ
っ

た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
煮
ら
れ
、
園

児
た
ち
は
秋
の
恵
み
と
味
覚
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
 

市 民 憲 章 （昭和59年10月lH制定） 

昭和62年 

Ao.651 	・i 

111に 

わた＜したちの先人は、不屍不屈の五所川原
魂をもつてあらゆる困難を克服し新田を切り
開き、今日の活力に満ちた五戸川原市を築き

上げました。 
’ わた＜したちは、この伝統を継承し、広 
・i一 い視野に立つて西北津軽の人マと協調 

’】. し、郷土の限りない発展を願って、こ 
'i： こに市民憲章を定めます。 

＠心身ともに健康で、明るい家庭をつくります。 

⑥自然を大切にし、力を合わせて花と緑の美しいまちをつ＜ります。 

＠平和を愛し、きまりを守り、住みよいまちをつ＜ります。 

＠文化を尊び、生涯学習をもとに心豊かな人をつ＜ります。 

＠未来に夢を持ち、創意と実践により栄えゆく郷土をつ＜ります。 

 



ー
 
誘

致
企
業
も

2
社
参
加
 

磁 

農産！物共進会 

開会式であいさつを述iべる森田市長 

開 漸 翻 

農産物功日工占Iコの即売 人気のあった 「五所川原牛肉」 の即売 

昭和62年（1987年）11月15日 	 広報こ’しょカぐわら 	 （第651号）② 

市
、
市
内
三
農
協
、
農
業
青

年
会
議
が
主
催
す
る
「
第
四
回

五
所
川
原
市
農
業
ま
つ
り
」
が

十
月
三
十
、
三
十
一
日
の
両
日
、
 

市
民
体
育
館
で
開
か
れ
、
多
く

の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

初
日
の
開
会
式
で
は
、
森
田

市
長
が
 
「農
業
の
振
興
こ
そ
常

に
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
農
業

ま
つ
り
の
開
催
を
契
機
に
地
場

産
業
の
育
成
や
、
野
菜
倍
増
計
 
 

画
等
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

さ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
浅
川
勇
県
議
会

議
貝
、
 一
戸
吉
治
北
地
方
農
林

事
務
所
次
長
、
川
浪
直
治
市
識

会
議
長
が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を

述
べ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
会
場
で
は
、
農
林
産

物
等
の
共
進
会
と
直
売
市
、
五

所
川
原
牛
肉
の
試
食
と
即
売
、
 
 

農
業
セ
ン
タ
ー
作
物
展
、
米
消

費
拡
大
展
、
生
活
改
善
グ
ル

ー
 

プ
展
、
西
北
五
物
産
観
光
展
な

ど
が
開
か
れ
た
ほ
か
、
農
事
相

談
、
健
康
相
談
な
ど
の
各
コ

ー
 

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
回
の
農
業
ま
つ
り
で
は
、
 

毘
沙
門
地
区
と
俵
元
地
区
か
ら

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
、
み
そ
な
ど
、
 

各
地
区
の
特
色
あ
る
農
産
物
加

工
品
が
出
品
さ
れ
、
好
評
を
得
 

【
 

r
 



笑顔で1応待する生活改善グループの皆さん 
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今年は誘致企業が2社参加 

市農叢 4
 

第
 

ミ
ス
に
猿
賀
さ
ん
 

準
ミ
ス
に
前
田
さ
ん
二
戸
さ
ん
 

て
い
ま
し
た
。
 

さ
ら
に
、
市
の
誘
致
企
業
で

あ
る
「
青
森
フ
7
ン
ョ
ン
脚
」
 

が
昨
年
に
統
き
参
加
し
、
自
社

の
製
品
の
（
ー
フ
コ
ー
ト
、ジ

ヤ
ケ
ツ
ト
、
プ
ラ
ウ
ス
、
ワ
ン

ピ
ー
ス
な
ど
を
展
示
即
売
、
ま

た
、
今
回
初
参
加
の
 
「津
軽
東

芝
音
響
脚
」
で
は
ラ
ジ
オ
や
テ
 

ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
c
D
プ
レ
 

ー
ヤ
ー
な
ど
を
展
示
し
、
市
民

か
ら
好
評
を
博
し
ま
し
た
。
 

ま
た
、
金
木
営
林
署
コ
ー
ナ
 

ー
も
昨
年
に
引
き
続
き
設
け
ら
 
 

れ
、
青
森
ヒ
バ
を
使
っ
た
製
品
 

◇
野
菜

（
白
菜）
 

の
展
示
と
即
売
が
行
わ
れ
た
ほ
 

高
橋
チ
ナ
（
金
山
）
 

か
、
市
内
の
小
学
生
か
ら
募
集
 

◇
花
井
（
菊
）
 

し
た
農
業
に
つ
い
て
の
図
画
、
 

長
尾
信
彦
（
川
山
）
 

習
字
三
百
五
十
点
も
展
示
さ
れ
 

◇
雑
殺

（
小豆
）
 

ま
し
た
。
 

小
坂
み
つ
（
水
野
尾
）
 

農
業
ま
つ
り
の
最
後
に
は
、
 

優
良
な
農
林
産
物
等
の
出
品
者
 

に
対
す
る
表
彰
式
を
行
い
ま
し
 

ヘ
・
 
ノ
 

最
優
秀
賞
受
賞
者
は
次
の
と
 
ヌ
 
ノ

お
り
で
す
。
 

（敬
称
略
）
 
逆
 
一
 

◇
果
樹
（
り
ん
ご
）
 

(
 
\
 

岩
崎
雅
文

（
金山
）
 

農
業
ま
つ
り
の
行
事
の
ー
つ

と
し
て
「
ミ
ス
り
ん
ご
娘
コ
ン

テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
コ
ン
テ
ス
トは
、
農
業

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
の
と
、
 

市
の
基
幹
作
物
で
あ
る
り
ん
ご

の
消
費
拡
大
を
積
極
的
に
推
進

し
よ
う
と
開
か
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
 

こ
の
日
は
、
和
や
か
な
う
ち

に
も
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
出
 
 

場
者
十
一
人
の
中
か
ら
ミ
ス
に

猿
賀
久
子
さ
ん

（
長
富
・喫
茶

店
勤
務
）
、準
ミ
ス
に
前
田
佳
代

子
さ
ん

（
梅田
・
会
社
貝
）
、一

戸
久
美
子
さ
ん
（
藻川
・
学
生
）
 

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
 

ミ
ス
、
準
ミ
ス
の
三
人
は
、
 

士
一
月
に
り
ん
ご
P
R
の
た
め

宮
崎
県
そ
ャ
ラ
バ
ン
隊
に
同
行

す
る
予
定
で
す
。
 

③昭和62年（1987年）11月15日 	 広報こ”しょがわら 	 （第651号） 

ミスりノ、ノこ‘娘に選ばれた猿賀さん（中央）．準ミス
の前田さん（左）とー戸さん（右） 
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昭和61年部位別がん死亡 

( ）内は％ 

UI 
トI 

3】人 

(30.7) 

その他 

11人 

(10.9) 
(
 

市
で
は
、

市
民

の
健
 

康
を
守
る
た
め
各
種
検
診
 

事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
受
 

診
率
が
極
め
て
低

率
で
あ
る
こ
と
は
 

大
変
残
念
な

こ
と
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
 

市
民

一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

の
健
康
 

は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
意
識
 

を
強
く
も
っ

て
、
積
極
的
 

に
検
診
を

受
け
る
一
」
 

と
が
大
切
で
す
。
 

昭和61年死因順位 
1 2 3 4 5 6 

原
市
 

五
所
川
 

が 	ん 心 臓 病 脳 卒 中 師炎及び気曹支炎 老 	衰 不慮の事故 

怒 GD の l約 セ致， め 
青
森
県
 

が 	ん 心 臓 病 脳 卒 中 騒及I底菅鱗 老 	衰 不慮の事故 

愛些冬 GD （③ l犯 喝主 曲 
全
 
国
 

カ 	ん ,L、臓 病 脳 卒 中 肺炎及び気管支支 不慮の事故 プと 	衰 

饗諮 (31フ 面 鉄う 卿 I・贈‘ 

が
ん
は
ク
早
期
発

見
4

に
限

る
 

が
ん
に
よ
る
 

死
亡
が
 

ト
ッ
プ
 

昭
和
六
十

一
年
度
の
死
因
順

位
は
、
表
を
見
て
も
わ
か
る
と

お
り
全
国
、
県
、
市
と
も
に
が

ん
が
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
て

い
ま
す
。
 

市
民
の
方
で
昨
年
亡
く
な
っ

た
人
は
三
百
二
十
五
人
で
、
が

ん
は
死
因
の
ト
ッ
プ
を
占
め
百

一
人
（三
十

一
智
）
、死
亡
率
も

年
々
増
加
を
続
け
て
い
ま
す
。
 

二
位
の
心
臓
病
も
着
実
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
七
十

一
入
（
 

二
十
ニ
智
）
と
数
年
後
に
は
一

位
の
が
ん
と
入
れ
替
わ
る
だ
ろ
 【

 

胃
が
ん
が
男
女
と
も
依
然
と

し
て
多
く
、
三
十

一
人
（
三
十

一
智
）
に
達
し
て
お
り
、
早
期

に
検
診
を
受
け
て
い
た
ら
 

と
悔
ま
れ
ま
す
。
 

こ
れ
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
る

が
ん
は
、
肺

・
す
い
臓

・
乳
房
 

・

腸
が
ん
で
あ
る
と
専
門
家
は

予
測
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
者

は
四
十
歳
代
か
ら
急
激
に
増
え

て
い
ま
す
。
 

特
に
、
検
診
率
の
低
い
男
性
 
 

の
死
亡
が
女
性
の
二
倍
も
高
い

こ
と
を
お
忘
れ
な
く
。
 

が
ん
は
無
症
状
か
ら
は
じ
ま

り
ま
す
。
自
分
だ
け
は
大
丈
夫

と
思
わ
ず
、
定
期
的
に
が
ん
の

検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
 

▽
が
ん
予
防
の
た
め
の
1
2か
条
 

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を
 

と
る
。
 

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
 

を
。
 

③
食
ぺ
す
ぎ
を
さ
け
、
脂
肪
は
 
 

ひ
か
え
め
に
。
 

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に
。
 

⑤
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る
。
 

⑥
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン
と
繊
維
質

の
も
の
を
多
く
と
る
。
 

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
 

熱
い
も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら
。
 

⑧
焦
げ
た
部
分
は
さ
け
る
。
 

⑨
か
び
の
生
え
た
も
の
に
注
意
。
 

⑩
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い
。
 

⑩
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
。
 

⑩
体
を
清
潔
に
。
 

（
国
立
がん
セ
ン
タ
ー
）
 

う
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

脳
卒
中
は
、
死
因
の
第
三
位

で
六
十
三
人

（十
九
智
）
と
な

っ
て
は
い
る
も
の
の
、
脳
卒
中

思
者
の
発
生
は
さ
ほ
ど
減
っ
て

い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

忘
れ
か
け
て
い
た
結
核
も
今
、
 

ま
た
脚
光
を
浴
び
る
病
気
と
な

り
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
病
気

も
早
期
発
見
、
早
期
治
療
で
完

治
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
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4
0歳
以
上
の
市
民
 

，昭
和
2
3年
3
月

1
 

3
1日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方

（
職

場
で
検
診
を
受

け
て
い
る
方
除
 

ー
く
）
 
 

④
結
果
通
知
 

く
 

希
望
医
療
機
関
 

③
受
診
 

（
受
診
 

記
録
票
 

持
参
）
 

4
0歳
か
ら
の
 

健
康
週
間
に
つ
い
て
 

十
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま

で
、
壮
年
、
実
年
（
四
十代
）
 

か
ら
の
健
康
管
理
に
よ
っ
て

将
来
寝
た
き
り
や
痴
呆
、
そ

の
他
の
病
気
の
予
防
に
特
に

努
力
す
る
週
間
で
し
た
。
 

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
四
十

代
か
ら
成
人
病

（
脳卒
中
・

高
血
圧
・
が
ん
‘
心
臓
病
・

糖
尿
病
な
ど
）
が
進
行
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
 

「人
は
死
ぬ
の
で
は
な
く
、
 

自
殺
し
て
い
る
の
だ
」
と
古

代
ロ
ー
マ
の
哲
学
者
カ
セ
ネ

カ
4
が
名
言
を
述
ぺ
て
い
ま

す
。
 

日
頃
の
不
養
生

（
酒
・
タ

バ
コ
・
食
塩
の
取
り
す
ぎ

・

寝
不
足
・
運
動
不
足
な
ど
）
 

で
生
来
健
康
な
人
で
も
意
外

に
病
に
た
お
れ
や
す
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
 

中

村

謙
治

先
生
 

英
国
の
諺
に
「
健
康
な
と

き
に
こ
そ
、
病
を
研
究
せ
よ
」
 

と
あ
り
ま
す
。
 

四
十
歳
は
、
人
生
八
＋
年

時
代
の
折
り
返
し
点
で
す
。
 

四
十
歳
の
手
習
い

（
四
十

代
の
健
康
管
理
）
は
、
六
十

歳
こ
ろ
か
ら
効
果
が
出
て
き

ま
す
。
 

中
国
古
来
の
陰
陽
道
に
よ

る
男
四
十
ニ
歳
、
女
三
十
三

歳
の
「
大
厄
」
も
医
学
的
に

根
拠
が
あ
り
そ
う
で
す
。
 

現
代
人
の
 
「厄
払
い
」
は
 

「人
間
ド
ッ
ク
入
り
」
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

自
分
の
健
康
を
再
認
識
し
、
 

市
の
集
団
検
診
や
健
康
教
室

を
利
用
し
て
成
人
病
及
び
そ

の
他
の
疾
患
の
早
期
発
見

・

早
期
治
療
に
心
が
け
、
幸
せ

な
人
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ー
中
村
内
科
医
院
長
の
中
村

謙
治
先
生
は
、
こ
の
よ
う
に

語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

市
の
検
診
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
病
気
の
早
期

発
見
の
た
め
に
、
次
の
よ
う
な

検
診
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

胃
が

ん
検
診
 

四
十
歳
以
上
の
市
民
を
対
象

に
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
 

大
陽
が
ん
検
診
 

四
十
歳
以
上
の
市
民
が
対
象

で
、
胃
が
ん
検
診
時
に
便
潜
血

検
査
法
に
よ
る
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

ミ
ニ
ド
ッ
ク
 

（
健康
診
査
）
 

市
役
所
衛
生
課
・
各
支
所
 

，受
診
料
ー
千
円
 

（
申
し込
み
時
）
 

7
0歳
以
上
の
方
、
 

生
活
保
護
世
帯
、
 

市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
無

料

（
証明
書
持
 

ー
参）
 

②
受
診
記
録
票
の
交

付
 

検
査
項
目
→
診
察
、
血
圧

測
定
、・
身
体
測定
、
心
電

図
、
尿
検
査
、
貧
血
検
査
 

（
赤血
球
、
（
モ
グ
ロ
ビ

ン
、
 （
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
、
 

血
糖
）
 

肝
機
能
検
査

（c
o
T

、
 

G
P
T

、
総
コ
レ
ス
テ
ロ
 

ー
ル
）
 

子
宮
が
ん
検
診
 

三
十
歳
以
上
の
婦
人
を
対
象

に
検
診
車
に
よ
る
集
団
検
診
を

行
っ
て
い
ま
す
。
 

乳
が
ん

・
 

甲
状
腺
検
診
 

三
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

子
宮
が
ん
検
診
と
併
設
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

結
核
検

診
 

＋
六
歳
以
上
の
市
民
が
対
象

で
す
。
都
合
の
良
い
日
時
、
場

所
で
検
診
車
に
よ
る
検
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

※
結
核
検
診
だ
け
は
申
し
込
み

な
し
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
ほ

か
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

実
施
月
日
、
料
金
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
市
広

報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
 

各
地
区
の
保
健
協
力
員
に
お
尋

ね
に
な
っ
て
も
結
構
で
す
。
 

ク検
診
を
 

受
け
て
安
心
 

一
家
の
健
康
4
 

検診を受ける市民違 

①
保
険

証
持
参

に
て
申

し
込
む
 



農
業
者
の
救
済
を
 

強
く
訴
え

る
 

ー
東
北
市
長
会

総
会
ー
 

漆
川
工
業
団
地
 

流
企
業

1
5社が
視
察
 

ー日消防長の奈良局長から感謝状を
贈呈されるー戸さん（右） 

青森職業訓練短期大学校の授業を視察
するサーベイ・ミ ッションの一行 

東北市長会総会で農業者の救済
を強く訴える森田市長 

も
繰
り
延
べ
措
置
を
講
じ
る
等
、
 

広報ごしょがわら 	 （第651号）⑥ 
昭和62年（1987年）11月15日 

「
火
の
用
心
」
を
 

呼
び
か
け
 

秋

の
火
災
予
防

運
動
 

去
る
十
月
一
一
十三
日
、
山
形

市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
百
十
一

回
東
北
市
長
会
総
会
」
に
お
い

て
、
森
田
市
長
は
「
農
業
者
に

対
す
る
救
済
措
置
に
つ
い
て
」
 

強
く
要
望
し
ま
し
た
。
 

昨
今
の
農
家
経
済
は
、
減
反
、
 

米
価
の
引
き
下
げ
等
に
よ
り
著

し
く
疲
弊
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
、
こ
の
た
め
農
業
土
地
基
盤

整
備
事
業
に
係
わ
る
受
益
者
負

一
粗
金
に
つ
い
て
、
負
担
率
及
び

借
入
利
率
を
引
き
下
げ
る
と
と
 

》
も
に
、
そ
の
支
払
い
に
つ
い
て
 
 

負
担
の
軽
減
を
図
る
こ
と
。
 

ま
た
、
わ
が
国
の
農
業
は
、
 

国
民
の
食
糧
で
あ
る
米
の
生
産

の
み
な
ら
ず
、
水
田
の
も
つ
貯

水
機
能
に
よ
り
、
水
害
を
受
け

や
す
い
わ
が
国
の
国
土
保
全
の

一
翼
を
担
って
い
る
こ
と
か
ら
、
 

農
業
用
水
路
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
助
成
措
置
を
講
じ
、
農
家

が
健
全
な
経
営
を
図
れ
る
よ
う

国
に
特
段
の
措
置
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
、
市
で
は
今
後
と

も
国
に
対
し
、
機
会
あ
る
ご
と

に
働
き
か
け
て
い
く
考
え
で
す
。
 

県
と
仙
台
通
産
局
主
催
に
よ

る
工
場
立
地
視
察
団

（
サ
ー
ベ

イ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
、
去
る

十
月
二
士
百
、

本
市
を
訪
れ

ま
し
た
。
 

一
行
は
、
十
月
二
十
一
日
か

ら
二
日
間
に
わ
た
っ
て
県
内
の

六
か
所
の
工
業
団
地
な
ど
を
視

察
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
シ
ャ
 

ー
プ
や
積
水
化
学
、
ト
ー
ョ
ー
 

サ
ッ
シ
な
ど
中
央
の
優
良
企
業

十
五
社
約
三
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
 

漆
川
工
業
団
地
の
現
場
で
、
 

市
の
担
当
者
か
ら
団
地
の概
況

や
工
業
用
水
、
労
働
力
、
冬
期

間
の
交
通
確
保
な
ど
の
説
明
を

受
け
た
後
、
青
森
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
を
視
察
し
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
 

漆
川
工
業
団
地
に
大
挙
し
て

視
察
団
が
訪
れ
る
の
は
始
め
て

の
こ
と
で
、
担
当
者
の
説
明
や

地
方
進
出
に
当
た
っ
て
は
漆
川

工
業
団
地
へ
の
呼
び
か
け
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
 

「消
え
た
か
な
、
気
に
な
る

あ
の
火
、
も
う
一
度
」
を
統
一

標
語
に
、
十
月
二
土
ハ
日か
ら

十

一
月
一
日ま
で
の
七
日
間
秋

の
火
災
予
防
運
動
が
開
か
れ
ま

し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
秋
の
火
災
多

発
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を

図
る
こ
と
に
よ
り
、
火
災
の
発

生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や
損

失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
市
で
は
、
運
動
期
間
中
に
、
 

防
火
パ
レ
ー
ド
、
中
高
層
建
築

物
の
火
災
を
想
定
し
た
消
火
、
 

救
急
及
び
救
急
訓
練
、
幼
年
消

防
ク
ラ
プ

（
十
九
クラ
プ
）
に

よ
る
街
頭
広
報
、
一
般
家
庭
の

消
火
器
等
の
無
料
診
断

（
防
火

教
室
）
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
ほ
か
、
十
月
一
日
に
発

生
し
た
雛
田
の
火
災
に
お
け
る

現
場
協
力
者
と
し
て
、
小
田
桐

正
弘
さ
ん
（
市
内
水
野
尾
）
と

一
戸
実明
さ
ん
（
市
内
元
町
）
 

に
一
日
消
防
長

の
奈
良
助
信
さ

ん
（
N
T
T
五

所
川
原
電
報
電

話
局
長
）
か
ら

感
謝
状
と
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
、
 

市
民
の
防
火
意

識
の
高
揚
を
図
 

り
ま
し
た
。
 

(
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(2）死亡事故発生状況 

(1）交通事故発生状況 

発 	’I一 口 時 発 	’~ 	」！l 	に・i 第 1'Ii事者 第 2 当事者 状 	 況 

] 62.2.1 13:50 みどり町31日68 大型特殊自動卓 歩行者 除雪車が後退し歩行者を襟過 
2 62.6.20 8:10 大字豊成字田子ノ浦104-3 普通貨物自動車 自転卓乗り 普通貨物自動軍が自転車で直前横断の高校生に衝突 
3 62.10.1 13:35 大字浅井字色吉106 大型貨物自動車 自転軍乗り 大型タンクローリーと自転車の出合頭衝突 

鴨
入
 

駅 	前 三 	好 中 毘沙門 飯 	詰 松 	島 松島団地 栄 長 	矯 し 	和 侮 	沢 
（燐泉地区） 
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。
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24 
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比亡・F故 
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琳統 ll数 
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『確
農
業
壌
膝
懸
壌
盤
難
確
蓬
轟
議
嚢
嚢
（
一
 

一
舞
舞
舞
舞
舞
襲

熱
婆
嚢
嚢
編
」
 

市
で
は
十
月
ニ
十
七
日
、
産

経
会
館
で
農
業
振
興
地
域
整
備

促
進
協
議
会
委
員
四
十
一
人
の

委
嘱
状
交
付
式
及
び
組
織
会
を

行
い
ま
し
た
。
 

“
農
業

振
興
地
域
整
備
促
進
協

議
会
委

員
は
、
総
合
的
に
農
業

の
振
興
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
 

」
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
地
域
に
つ
 

」
い
て
、
農
業
の
健
全
な
発
展
を

図
り
、
必
要
な
施
策
を
計
画
的
 
 

に
推
進
す
る
た
め
、
農
業
振
興

地
城
整
備
計
画
及
び
農
業
構
造

改
善
事
業
計
画
な
ど
の
審
識
を

行
う
も
の
で
す
。
 

交
付
式
で
は
、
森
田
市
長
が
 

「地
域
農
業
の
振
興
を
は
か
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を

述
べ
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
組
織
会
を
開
催

し
、
役
員
を
決
め
ま
し
た
。
 

今
回
、
市
が
委
嘱
し
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
、
任
期
は
一
一
 

年
で
す
。
 

（
敬
称
略）
 

⑥
会
長
 
菊
池
久
左
工
門

（
広

田
堰
土
地
改
良
区
理
事
長
）
 

回
副
会
長
 
中
谷
惣
四
郎
（
市

農
業
協
同
組
合
長
）
、三
上
光

男
（
七和
農
業
協
同
組
合
長
）
 

寺
田
久
司

（
市
農業
共
済
組

合
長
）
 

回
委
員
 

藤
田
純

一
 （
北
地方
農
林
事

務
所
長
）
、福
士
隆
ニ

（
五
所

川
原
地
区
農
業
改
良
普
及
所

長
）
、明
内
文
男

（
北
土
地
改

良
事
務
所
長
）
、泉
谷
正
志

（
 

市
農
業
委
員
会
長
）
、川
浪
直

治

（市
議
会
議
長
）
、大
野
欽

也

（市
議
会
経
済
常
任
委
員

長
）
、葛
西
治

（
津
軽中
央
農

業
協
同
組
合
長
）
、小
栗
山
三

郎

（川
除
第
一
農
業
協
同
組

合
長
）
、吉
崎
忠
直

（
嘉
瀬農

業
協
同
組
合
長
）
、長
尾
徳
一
 

（
北
部
土
地改
良
区
理
事
長
）
、
 

小
田
桐
政
吉

（
南
部
土
地
改

良
区
理
事
長
）
、原
田
一
実
（
 

小
田
川
土
地
改
島
区
理
寡
長
）
、
 
 

鳴
海
博
実

（
白山
溜
池
土
地

改
良
区
理
事
長
）
、大
坂
修
造
 

（
前田
騒
目
土
地
改
良
区
理

事
長
）
、白
取
養

ニ
（
津
軽
平

川
土
地
改
良
区
理
事
長
）
、石

田
清
治

（
西
津軽
土
地
改
良

区
理
事
長
）
、三
戸
稔

（柏
木

堰
土
地
改
良
区
理
事
長
）
、中

野
撃
司

（
北
津軽
森
林
組
合

長
）
、外
崎
富
保

（
原子
・
羽

野
木
沢

・俵
元
財
産
区
議
長
）
、
 

新
谷
武

一
 
（
前田
野
目
財
産

区
議
長
）
、松
野
繁
春
（
神
山

財
産
区
議
長
）
、土
岐
美
智
明
 

（
野
里財
産
区
議
長
）
、中
川

定
雄
（
松
野
木財
産
区
議
長
）
、
 

片
岡
重
義

（
戸
沢財
産
区
議

長
）
、川
浪
重
次
郎
（
鶴
ケ岡
）
、
 

飯
塚
平
次
、
原
三
郎

（
以
上

飯
詰
）
、野
呂
邦
雄

（
鎌
谷）
、
 

沢
田
要

一
 
（毘
沙
門
）
、小
田

桐
清
美

（
長
僑）
、秋
元
新

一
 

（
松
島
）
、
斉
藤
哲

（
長
富
）
、
 

毛
内
徳
栄
（
栄
）
、工
藤
柾
光
 

（
小曲
）
、松
沢
松
治
郎

（
中

川
）
、福
士
長
太
郎

（
梅田
）
、
 

今
正
一
（
中
泉
）
 

委嘱状交イ寸式 
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ンI志募期間 12月15日まで“ 

ンI応募資格 特になし 

ン応募先（問い合わせ先） 

青森市長」缶 iの 1 青森県企i且ii部丸」l域振輿結果 

「雪国アイディアコンクール係」 

費 O177電2>1111番内線2169番 

一
 

＞募集内容 雪に関する広い分野でのアイテ’ィ

アを募集します。 

レ」志募要領 

〇応募用紙は、県地域振興課及び市秘書企画課 

（費⑩21 11番内線318番）で用意しますので、 

お申し出ください。 

雪国アイディアコンクール作品募集 

、‘ 4 	 澱二 
・五 

毘j少門牧場で行った肉用牛
共進会 

勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム

（
長
内

良
憲
館
長
）
の
利
用
者
が
一
年

間
を
通
し
て
学
ん
で
き
た
趣
味

や
教
養
の
発
表
の
場
で
あ
る
「
 

第
九
回
ホ

ー
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
 
が十
月
二
十
四
、
二
十
五

日
の
両
日
、
同
ホ
ー
ム
で
開
か

れ
多
く
の
若
者
達
が
訪
れ
ま
し

た
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
飛
躍
・

進
歩
な
ど
す
ぺ
て
の
意
味
を
こ

め
 
「ス
テ
ッ
プ

・
ア
ッ
プ
」
。
 

初
日
は
午
後
六
時
三
十
分
か

ら
開
会
式
が
行
わ
れ
、
主
催
者

一
で
あ
る
菊
栄
会

（
ホ
ー
ム
利用
 
 

者
の
会
）
会
長
の
倉
光
秀
彰
さ

ん
の
あ
い
さ
つ
後
、
来
賓
の
逆

瀬
川
清
己
市
経
済
部
長
、
ホ

ー
 

ム
運
営
委
員
の
斎
藤
千
秋
さ
ん

が
お
祝
い
の
こ
と
ば
を
述
ベ
テ
 

ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
吹
奏
楽
団
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
皮
切
り
に
少
林
寺
拳

法
演
武
、
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

が
、
ま
た
翌
二
＋
五
日
は
各
教

室
や
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展
示
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
、
組
ひ
も

実
演
、
お
茶
会
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

若
者
達
は
二
日
間
に
わ
た
っ
 

て
楽
し
く
過
ご
 

し
、
同
ホ

ー
ム
 

始
馴
割

以
上
 

即
 
に
創
作
活
動
や
 

意
見
交
換
の
場
 

と
し
て
活
用
し
 

て
い
く
こ
と
を
 

誓
い
合
い
ま
し
 

市
で
は
十
月
二
十
七
日
、
毘

沙
門
牧
場
で
肉
用
牛
共
進
会
を

開
き
ま
し
た
。
 

こ
の
共
進
会
は
、
畜
産
農
家

の
飼
育
技
術
の
向
上
と
畜
産
の

振
興
を
は
か
る
た
め
に
、
市
農

業
ま
つ
り
協
賛
と
し
て
開
か
れ

た
も
の
で
今
回
で
二
回
目
。
 

こ
の
日
は
、
市
内
の
農
家
か

ら
自
慢
の
黒
毛
和
牛
ニ
十
五
頭

が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
 

共
進
会
で
は
、
木
造
家
畜
保

健
衛
生
所
の
島
川
英
一
郎
課長
、
 

県
畜
産
試
験
所
森
田
支
場
の
山

本
水
悦
研
究
管
理
員
の
一
一
人が

審
査
員
と
し
て
、
発
育
の
状
況
、
 
 毛

質
、
皮
の
厚
さ
、
品
の
良
さ
 

な
ど
を
厳
正
に
審
査
し
て
い
ま
 

し
た
。
 

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

（
敬
称略
）
 

⑥
特
別
優
等
賞
 

成
田
正
幸
（
高
瀬）
 

◇
雌
子
牛
の
部
 

①
問
山
政
広
（
戸
沢
）
 

②
寺
田
政
勝

（
福
岡
）
 

③
太
田
祐
治

（飯
詰
）
 

◇
去
勢
子
牛
の
部
 

の
向
山
政
広

（戸
沢
）
 

②
石
崎
 
昭
（
梅
田）
 

③
福
士
嘉
吉

（
梅田
）
 

◇
未
経
産
牛
の
部
 

①
太
田
裕
康
（
飯
詰
）
 

②
奈
良
洋
一
 
（
飯
詰）
 

③
松
野
只
直
（
神
山
）
 

『ス
デ
ップ
・
ア
ップ
』
畠
デI
マ
に
 

プ
工
ス
デ
ィバ
ル
 

ー
勤
労
青
少

年
ホ
ー

ム
ー
 

市
農
業
ま
つ

り
協
賛
 

肉

用
牛

共
進

会

開

く
 

大盛況であった展示・ 

裾 

成

人

式
は

1
月

3
日
 

に
行
  い
ま

す
ノ
 

市
で
は
、

成
人
式
を
来
年
 
和
四
十

三
年
四
月
一
日
ま
で
に
 
お
間

い
合
わ
せ
は
、
市
教
 

一
月
三
日
に
行
い
ま
す
。
 

生
ま
れ
た
人
で
す
。
 

育
委
貝
会
社
会
教
育
課

（費
 

対
象
者
は
、

市
民
で
昭
和
 
対
象
者

に
は
、
十
二
月
初
め
 
国
二
一
一
番

内
線
二
四
八
 

四
十
二
年
四
月
ニ
日
か
ら
昭
 

に
通
知
し
ま
す
。
 

番
）
（
ど
う
ぞ
。
 



社
会
福
祉
に
と
1
1万
円
 

森田市長（右から 2 人目）に手渡される佐々木
さん（左）右は平山誠敏市社会福，止協議会長 

一
一
 

喋
 
木
彫
、
藤
手
）
八
 

礁
、

・」
L
 

文
雑
雄
 

団
体
に
上
っ
て
 

頑
！
「
ー
 

 
…

」
・
《
」
 
術文
化の
交
流
 

】
‘
 

r
 h
．
・彩
望
‘長
 と
振
典
を
図
ろ
 

師
 っ
と
市
中
劃
 

森
 
民
館
を
主
会
場

る
 
に
開
か
れ
て
い
 

す
 
H
H
ジ
ン
『
 

励
 
る
も
の
で
、
今
 

、
」
麗
器
 

関
 
書
道
、
華
道
、
 

か
と
う
ご
ざ
い
ま
す
‘
 

市
民
文
化
向
上の
た
め
が
ん
ば
って
 

市
民
総
合
文
化
祭
関
係
者
を
激
励
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山形次長（右）に手渡される奈良
局長（左）と根上瑞枝さ人,（中央） 

福
祉
基
金
に
と
励
万
円
寄
付
 

有
羽

藤

商
事

の
佐

々
木

さ
ん
 

市
文
化
振
興
会
議
（
敦
賀喜

久
蔵
会
長
）
主
催
の
 
「市
民
総

合
文
化
祭
」
が
十
月
二
十
五
日
 

社
会
福
祉
法
人
若
菜
会

（
飛

島
の
ぶ
代
表
）
で
は
、
こ
の
ほ

ど
市
立
図
書
館
に
美
術
書
ー
ェ

ミ
ー
ル
ガ
レ
の
ガ
ラ
ス
、
川
合

玉
堂

（
上
・
下）
の
三
冊

（
十

七
万
円
相
当
）
ー
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
 

若
菜
会
の
図
書寄
贈
は
、
昭
 
 

か
ら
十
一
月
八
日ま
で
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
。
 

こ
の
文
化
祭
は
、
市
民
の
芸
 

和
所
十
四
年
か
ら

J白
わ
れ
て
い

る
も
の
で
、
今
年
で
七
回
目
、
 

百
十
一
巻
に
上
っ
て
い
ま
す
。
 

飛
島
さ
ん
は
寄
贈
に
あ
た
り
 

「市
民
の
皆
さ
ん
が
見
て
楽
し

く
、
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
の

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
語

っ
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
 
 

い
ま
す
。
 

森
田
市
長
は
 
「文
化
の
日
」
 

の
十
一
月
三
日
、
そ
れ
ぞ
れ
の

団
体
の
展
示
・
発
表
会
場
を
訪

ね
て
「
大
変
ご
く
ろ
う
様
で
す
。
 

市
民
の
文
化
活
動
の
向
上
の
た

め
に
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
貴
会
の
ま
す
ま
す
の
発

展
を
お
祈
り
し
ま
す
己
と
関
係

者
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

!
 

N
T
T
五
所
川
原
電
報
電
話

局

（
奈良
助
信
局
長
）
で
は
十

月
二
十
八
日
、
社
会
福
祉
に
役

立
て
て
く
だ
さ
い
と
十
一
万
円

を
寄
付
、
奈
良
局
長
が
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
訪
れ
、
山
形
松

年
社
会
福
祉
協
議
会
次
長
に
手

渡
し
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
同
局
が
十
月
二
十
 

卿
羽
藤
商
事
社
長
佐
々
木
ぬ

豆
氏
は
、
先
般
の
火
災
に
対
す

る
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
暖
か

い
お
見
舞
い
に
対
す
る
お
礼
と

し
て
、
福
祉
基
金
に
と
百
五
十

万
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
氏
は
十
一
月
二
日
、
市
役

所
を
訪
れ
平
山
誠
敏
市
社
会
福

祉
協
識
会
長
立
ち
合
い
の
も
と

森
田
市
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

こ
の
寄
付
に
対
し
森
田
市
長
、
 

平
山
会
長
は
「
本
当
に
あ
り
が

と
乙

」
ざい
ま
す
。
社
会
福
祉

の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
己
と
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。
 

四
日
に
開
催
し
た
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
バ
ザ

ー
」
 
の益
金
を
寄
付

し
た
も
の
で
す
。
 

山
形
次
長
は
こ
の
寄
付
に
対

し
「
ご
好
意
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
た

め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
 

図
書

館
に

美

術

書

を
寄

贈
 

社
会

福
祉
法
人
若

菜
会
 

N
T

T
五
所
川
原
電
報
電

話
局
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（第651号）⑩ 

国民年金相談所 

開設について 
年金について、 どんなことでも結構です。 担 

当職貝がこ才目談に応じます。 

お気軽においでください。 

ン日手呈 

Il 	日 曜日 地区名 会 	場 時 

11. 	18 水
  

栄
み
 

n
I
 

 
ど
 
町
 

コミュニテイ
センター 栄 

9:00~ 
ii:oo 

11. 	18 水
  

梅 	沢 梅 沢 支 所 13:00- 
15:00 

11. 	19 木
  

七 	和 七 和 支 所 ま00~ 
ii:oo 

11. 	19 木
  

長 	橋 長 橋 支 所 13:00~ 
is:oo 

11. 	20 金
  

松 	島 コミそニえ1 
センター松局 

ま00~ 
li:oo 

11. 	20 金
  

飯 	詰 飯 詰 支 所 13:00~ 
is:oo 

11. 	24 火
  

毘沙門 毘沙門支所 
9:00- 

11:00 

11. 	24 火
  

中 コ
セ
 
ミ
ン
 
ュ
タ
 
ニ
一
 
テ
中
 
イ

”
  

13:00- 
15:00 

11. 25 水
  

三 	好 三 好 支 所 9:00~ 
ii:oo 

11. 	26 木
  

五所川原 
若 	葉 
松島町 
小 	曲 

保険年金課 
9:00-- 

15:00 

※詳しいことは、市保険年金課国民年金係（費

く罰 2 1 1 1番内線 26 5・2 6 7 番）へどうぞ。 

違法な自家用バスを 

使用しないようにしましよう 

自家用バスは、 「そ0H吏用者のため」 にのみ

使用するものであり、有償｛金品の種類及び省f｛、 

収受の名目のいかん（ガソリン代・旅費・日当・

実費など）を間いません。 トで運送したり、無

イ賞であっても、反復継続して-f廿l人を運送するこ

とは、法律で堅く禁じられております。 

このような違法な自家用バスを利用しないよ

う、ご注意ください。 

．なお、違法な自家用バスを利用していて、不

幸にも交通事故に遭った場合には、賠償問題が

りド常にi面伊」になります。 

● ’ 	 f 

県信用保証協会からのお知らせ 

ン事業者カードローン当座貸越根保証 

この制度は、経営に必要な小口資金を当座貸

越取引の保証により、カード・通帳を用いて借

入（貸越）ができる新しいタイプの保証です。 

0カードを利用することによって、借入が契約 

（取引）店舗に限らず、仕入先でも還隔地で・

も、自由にできます。 

0自動支払機の利用によって、急な資金需要の

際、窓口の営業時間外であってもすぐに対応

できます。 

く〕金融機関が休業となる第 2 ・第 3 土曜日でも

資金の調達が可能です。 

~、 くフカードの利用によって、金融機関窓ロでの煩

雑さから開放されます。 

0日常の金庫代わりとして、毎日の運転・イ士入

資金の出し入れが自由です。 

0一度契約すれば借入のつどの書類手続きは不

要ですので、印紙代が節約できます。 

0保証米トは担保提供できる場合年率0.80%、無

担保の場合でも年率0.90％とご利用しやすく

なっています。 

※詳しいことは、県保証協会五所川原支 j折（廿

⑩ 4 1 2 1番）または金融機関各支店まてはう

間い合わせください。 

青森県の情勢・分析・知識の高揚に 

~一、 62年度版青森県の姿 
（美麗な表紙・明快な解説・豊富な資料） 

く頒価1> 	1,400円 

く装丁〉 35 版 多色刷 表紙；ビニール張 

く主な内容〉 

〇主要経済指標 〇沿革・地理・自然 〇人ロ 

〇労働 〇農業 〇林業 〇水産 〇鉱工業 

〇商業・貿易 〇運輸・通ィ言 〇金融 〇財政 

〇家計・物価i・賃金 〇県民所得 〇社会福祉 

・医療 〇環境 〇教育・文化 〇観うそ二 〇都

道府県勢 〇市町村勢 〇県行政機構 〇その 

f也 

☆ 「青森県の姿」 のほしい方は、11月25日まて‘ 

に各地区の行政連絡貝または市秘書企●●］課統計

調査係（胃国2 1 1 1番内線 3 1 9 番）へお申

し込みください。 
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ン
 
ン
 
ン
 

新受入図書 	
市立図書館 

書 	名 著者名 書 	名 著者名 

スクラップ術 角間 	隆 殺意の布石 有村智賀志 

拡大写本の作り方 山内 	薫 蚤の恋 中村 キネ 

元禄武士学 神坂 次郎 ―挨―拶 平川 

はにわ読本 末永 雅雄 明日物語 阿刀田 高 

白い国の詩 東北電力 ガウデイの夏 五木 寛之 

バ―プシカの宝石 入江 麻木 魂の岸辺 北方 謙三 

チョッちゃんのここ

まで来た道 
黒柳 	朝 微熱少年 松本 	隆 

歳月よ王朝よ 季 	方子 さよ女らは 2Bの 
鉛筆 森 	雅裕 

育てあい家族 黒岩 秩子 誘われて 森 	瑞了 

日本防衛62年 防 衛 庁 秘剣・飛蝶斬 I) 伊藤 桂一 

休日神経症 平井 富雄 ハーブの事典 北野佐久子 

中国の名酒100選 今戸 築― 親は逃げられない 俵 

日本を襲う 
外国1」f」1馴勿 森 もう一っの人生 II 

芝居ごよみ 水上 	勉 火山と地震の国 中村 一明 

「マルサの女」 日記 伊丹 十三 呆けないための 

生活学 
大国美智イ 

水泳で若返る 金海 壮ニ われらチエルノプイ

リの虜囚 
高木仁三郎 

嫁してインドに 
生きる 

一
 

 
タ
 
ゴ

？・
 
レ

英
 

一
 
 子
  

暮し上手の 
家事ノ―ト 町田 貞子 

日本列島地図の旅 大沼 ―雄 入門ハングル 金 	容権 

現代女性の生き方 小森 健吉 家庭果樹の勇定 高橋 栄治 

文化講演会 
市教育委員会、市連合PTAの主催により、 

女性としては一世界初の氷上踏1波で北磁極点に到 

達した和泉雅子氏を迎えて、次のとおり文化講 

演会を開催いたします。 入場は無料一です。 

＞と き 11月27日 （金）午後 6 時30う］・～ 

ンところ 市民文化会館大ホール 

ン講 師 女優 和 泉雅子氏 

)j寅 題 「私だけの北極点」 

ン主 催 市教育委貝会・市連合PTA 

ンお間い合わせ 教育委員会社会教育課（費（!i！〕） 

2 1 1 1番内線 2 5 0 番） 

五所川原女声コーラス 

テレフオンサービス実施中 

容⑩8 002番 
第l0回全日本おかあさんコーラス全国大会ク“ 

ランプリ受賞曲 「ii月のファンタジー」 のすばら 

しいノ、ーモニーをお埠ミしみください。 

かっちゃのアイディア展と 

食品ゼミナール 

生活改善グループ員の活動事例紹介のアイテ’ 

ィア展と栄養三色による新しい「食事学」を基礎 

に、 日本型食生活の普及を目才旨した食品一1ごミナ 

ールです。 

市民多数のおいでをお待ちしています。 

ン日日寺 12月10日 （木） ftF前10時～午後 4 時 

う場所 働く婦人の家 

ン内容 

くフ 「かっちゃのアイディア展」（作品展示、試食 

実i寅会） 

0 「食品ゼミナール」 

1．映i]Iu 「こんにちはビフィズス」 

2.講話 「ョーグルトと健康」 

3．講演 「日本型食生活一食事づく りは科尊h 

愛情、労働のハーモニーで」 

講師（社）栄養改善普及会 

会長 近藤とし子氏 

＞主催 五所川原地区生活改善グルーフ誕E絡協 

議会 

（を上）栄養改善普及会 

NHKあおもり50周年 

シンボルマーク募集 
青森県にNHKの電波が流れて50周年を迎え 

ます。その記念事業として 「NHKあおもり50 

周年シンポルマーク」 の募集をします。 

＞」応募資格 県内にお住まいの方 

)I応募条件ニ 作品は未発表のもの 

ンI；と募締tlJ ll月25日 

ン賞金 入選1編 5 万円 

佳作 5 編 記念品 

F::,. お送り先 〒030 青森市松原 2 丁目111 

NHK青森放送局 

r so周年シンポルマーク」募集係 

ンお問い合わせ 冒0177⑩5111番へどうぞ。 

たばこは、 

市内から買って，ノ 
あなたが市内てプこばこをお買

い求めになりますと、たばこマ肖

費税が市の収入（たとえばマイ

ノレドセブ‘ン1箱につき41円40銭） 

になります。 

講
 
演
、
王
 

師
 
題
 催
 



俳
 
句
 

萱
原
の
穂
わ
た
に
淡
き
日
の
ひ
か
り
 

葺
原
の
脈
打
つ
先
や
岩
木
山
 

岩
木
嶺
の
ふ
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日 	時 行 

11月19日困 「ボケの正体をさぐる」 

13:00- 0老年期の特性とボケ 
15:30 0映画「白い記憶の世界」 

11月30日（月） 「間違っていないかボケ老 

13:00~ 人の理解と接し方」 
15:30 0寸劇を通して考える 

「ボケ予防のための工夫と 
12月 7 日（月） ポイント」 
13:00- 

15: 30 0日頃の食生活を通して 

0予防のための生活の知恵 

）場所 五所川原保健所 

ン間い合わせ先 五所川原保健所（n@2 1 0 

' 8番）へどうぞ。 

	’ー― 

休日・夜間の急病は 
在宅医師の照会は消防署へ 

,3414999番 234-4999番 
（救急医療部会） （救急医療部会） 

みんなの健康教室 
ン日 時 1 1月 2 7 LI 金〕午後 1時 
レ場 所 市保健センター 
ン講 師 横山 義弓！、先生 

（白生会胃腸病院長） 
ンラ二ーマ 「内視鏡的手術」 
主 催 北五医師会・市民保健協議会 

みんなの健康教室 

テレフォンサービス実施中 

公⑩ O31 1番 

昭和62年（1987年）11月15日 	 広報ごしょがわら 
	

（第651号）⑩ 

' ’ 	 ~ 	, 

12月の保健センター相談日 
12月 4 日、11日、18日、25日でーす。 （毎週金曜

日）。 

ン時間 午前l0時から午後 3 時まで。 

レ内容 保健婦が血圧測定、尿検査を含めた健

康相談に応じますので、赤ちゃんからお年寄

りまでお気軽にご利用ください。 

お問い合わせは、市衛生課へ（廿国2 1 1 1番

内線 268 番L 

老人精神保健教育講座 
（この道はいつか来る道） 

五所川原保健所 
~、 レ日干呈 

「愛の献血」お願いします 
期 	日 時 	iII] 場 	所 

11月25日 

（木） 

午前10時から 
11時30分まで 

白生会胃腸病院 
（上平井町） 

午後1時から 
午後 4 時まで 

五所川原東高等学校 
（羽野木沢） 

乳幼児の健康診査 
ン場所 市保健センター 

ン受付→時間 午後 lI時-1時30分まで。 

ン持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので、当日小ビン 

に尿を入れてもってきてください。 

※ j主意 （1)6 カ月児健康相談の際に、神経芽細

胞腫（小児がん）の検査セットを配イ寸しますが、 

当日つごうで来れない場合は、衛生課窓口にセ

ッ トをもらいにきてください。（ただし生後 6 カ

月、 7 カ月児に限る）。 

②病気療養中（特に伝染1生の病気）のお子さん

はご還慮ください。 

お問い合わせは、市衛生課（公⑩ 2 1 1 1番

内線 2 68, 2 7 2 番）へどうぞ。 

月 令 対 象 児 期 日 内 容 

3 カ 月 児 S 62年8 月生 12月8 日（火〕 健康診査 

6 力 月 児 S 62年 5 月生 12月15日因 健康相談 

1 	歳 児 S61年11月生 12月21日卿 健康相談 

1歳6カ月児 S61年 6 月生 12月22日閃 健康診査 

3 	歳 児 S 59年 8 月生 12月18日園 健康診査 
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